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■ 浜松城について 

浜松城は、三方原台地の東縁にあたる段丘上を利用した平山城で、中世には引馬城と呼ばれて

いた。中世の引馬城の位置は「古城」と伝えられ、現在は浜松城の北東側にある東照宮にその名

残を留めている。 

元亀元年（1570）、徳川家康は弱体化した今川領地内に進攻し、この地に前線基地を築いた。

徳川家康が在城した 17 年間によって、現在の浜松城の位置にまで軍事施設が拡張されたとみら

れる。 

天正 18 年（1590）、豊臣秀吉が天下統一を成し遂げると、徳川家康は関東に移封され、浜松

城は豊臣系の大名である堀尾吉晴

が治めた。最新の築城技術をもった

堀尾氏は、浜松城に石垣を築き、瓦

葺きの天守閣を建築した。 

 慶長 5 年（1600）、関ヶ原の合戦

で徳川家康が勝利した後、浜松城は

徳川譜代の城として豊臣色が払拭

された。天守閣も 17 世紀には消滅

している。江戸時代には、三の丸が

整備され、東海道沿いの城下町も形

成された。 

 なお、現在みられる天守閣は昭和

33 年（1958）に再建されたもので

ある。 
近年の発掘調査箇所 
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浜松城復元図 

今年度の調査地点 
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■ 調査成果  

2014 年と 2015 年の

発掘調査によって、西

端城曲輪の空堀と、本

丸南土塁の石垣が確認

できた。検出した石垣

の全長は 10.2ｍ、高さ

は最も高いところで

2.5ｍである。石垣の上

部と東側は失われてい

るが、かつては石垣の

上に多聞櫓が築かれて

いたことが、江戸時代

に描かれた絵図から確

認できる。 石垣検出箇所 

石垣検出箇所 

多聞櫓 

桁 22間(約 40.0ｍ) 

鉄門 

桁 9間(約 16.4ｍ) 
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■ 石垣の特徴 

浜松城の石垣は野面積（のづらづみ）という技法で積

まれている。この技法は、自然の石を用いたもので、浜

松城の石垣は表面に比べて内部が大きくなるように石

材が配置されている。石垣の内側には排水機能を高める

ために拳大の円礫が詰め込まれている。また、石の角度

を調整するために、小型の角礫を挟み込んでおり、自然

石を巧みに用いて石垣を築き上げた、安土桃山時代の技

術的特徴がよく確認できる。

今回検出した石垣の全景 

石垣内部の状況 

石垣の残存状況 
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浜松城歴代城主の変遷と出土品 

  編集・発行 浜松市文化財課 電話 053-457-2466 

今回の出土品 

すり鉢と土鍋 

軒平瓦(唐草文) 

軒丸瓦(九目結文) 


